
▪ 先週のメッセージ▪  
昨日16時ごろ。東京の空にダブルの虹が掛かった。それはちょうどミニジーザスレインズでの東京のための祈りが終わっ
た頃。昨日は純福音教会でもフェスタがあり、聖霊の風が吹き荒れた。 

ジーナ・オスメニアさんのメッセージ 
祈り：王の王イエス様をお迎えしましょう。私たちのために彼が来ているのではなく、私たちが彼のためにいます。真っ
只中に聖なるご臨在をお迎えします。もっとあなたを知りたいのです。真ん中に来てください。忠実な神であられる。あ
なたの二倍の油注ぎをください。真ん中に力強く侵入してください。今天の門を開け、と宣言します。イエス・キリスト
のお名前によって。アーメン！ジーザスレインズx7。ハレルヤ！ 

喜んで叫びなさい、と聖書に書いてある。喜びに満ちている人は騒がしい。私たちの人生に勝利を得るとき、隠してお
くことはできない。人々に伝えずにいられない。ジーザスレインズの時だけではなくいつも喜びに満ちていたい。昨日
の勝利を感謝します。二重の虹。神様だけが虹をかけることはできる。なぜ、いつもこの働きで虹を見せてくれるの？神
様に聞いた。虹を見るたび、なんでも頑張ってやりなさい、と励ましていいえうのがわかるでしょう、との答え。勝利の
レースを走って行こう。2014年のジーザスレインズフィリッピンでは24の虹が掛かった。その時与えられた御ことば。

出エジプト記　34:10 
主は仰せられた。「今ここで、わたしは契約を結ぼう。わたしは、あなたの民すべての前で、地のどこにおい
ても、また、どの国々のうちにおいても、かつてなされたことのない奇しいことを行なおう。あなたととも
にいるこの民はみな、主のわざを見るであろう。わたしがあなたとともに行なうことは恐るべきものである

この約束はフィリピンだけにではなく、日本にも与えられている。神からのメッセージを聞くのはとても大切。主に仕え
る時チャレンジが来る。その時こそ、約束に立つ必要がある。去年も日本のジーザスレインズの次の日虹が出た。今はミ
ニジーザスの時に見せてくださった。来場者は90人と少数であったとしても主が真ん中におられれば私たちはメジャー
である。賛美と礼拝が神の心に触れた。このことを受け取り同意しよう。疑いがあってはならない。フィリピン、インド
ネシアでも次々奇跡を体験。政治家もジーザスレインズを宣言している。しかし、これから主が行おうとしている奇跡
とは比べ物にならない。 
　今まで７つ以上の国にジーザスレインズを分かち合って来た。すべてがジーザスレインズを行なったわけではない。
重枝牧師がリスクを犯し、ギャップに立つことを選んで多くの犠牲を払った。彼女は自分の教会を大きくすることではな
く、神の御国を建て上げることにフォーカスしいている。神様に感謝する。神を尊び召しに従うことを選んだ。それが
キリストの心。今年は2年目。神様が私たちを通してすることを、神様の力を見ることができる集会。私を使ってくださ
い、と自分を差し出す人が用いられる。 
　去年、フィリピンジーザスレインズ2日前、マニラの会場に爆弾が仕掛けられた。犯人はステージに仕掛けようとした
が、なぜか近くにある米国大使館のそばに仕掛けた。爆弾は不発に終わり、犯人は逮捕された。そして今、ドラッグ王
を警察が追いかけている。このようなことはかつてフィリピンでは無かった。神様はフィリピンを守ってくださってい
る。イエスが統治してくださると宣言し続けていくなら、神様は恵みによって暗闇に対して大きな働きをしてくださる。
イエスを高く掲げる時、敵の仕業を打ち壊す。敵の要塞を打ち砕くことになる。神を高く掲げよう。誰も見たことがない、
聞いたことがないことを主を愛するものは見る。素晴らしい奇跡を日本に見せてくださると信じて、疑いを脳に入れて
はいけない。素晴らしいことに期待しよう。自らの頼りに頼るな。信頼せよ、と聖書に書いてある。いつも約束を思い
出す。出エジプト記の34:10は約束の一つ。今年インドネシアのコーディネーターの牧師がジーザスレインズのビジョ
ンをシェアするためジャカルタに行った。彼女は帰る時、ダブルの虹を見た。神は虹をこれからも見せて下さる。去年、
日本のパレードの後太陽が眩いばかりに光り始めた。御言葉を与えるだけではなく、神様は皆さんに叫んでいる。毎日
神から聞く必要がある。近づく時神の子として、彼のメッセージを受け取ることができる。多くのクリスチャンの問題
は、神様が言われたことを聞こうとしないこと。自分の言っていることを神に聞いてほしい。しかし、私たちのフォーカ
スは起こっている問題ではなく神様であるべき。 
　先月ナショナルワーシップセレブレーションを開き、各国からワーシップチームが来た。ある女性と話したが、マニラ
に大きな地震が起きるというニュースを聞き恐れに満ちていた。私は神様に尋ねた。それは起こるがマニラに起きる地震
はフィリピンの*７つの山が開くため、と与えられた。彼女に言った。「恐れないで、神は私たちの内に住んでおられま
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す。」そして、パウロとシラスの刑務所での聖書箇所をも与えてくださった。彼らは喜びに満ちて賛美をしていた時、地
震で牢の扉が開いた。看守は恐れたが囚人が逃げずに留まっていることが解った時「救われるためにどうしたら良いで
すか？」と聞き、家族も連れてきた。フィリピンに来る地震は７つの山の扉が開くため。悔い改めが起こり、個人の救
いだけではなく、家族全体の救いが起こって来ると信じる。その後実際に地震が起こり続け、7.２Mの地震がミンダナオ
で起きた。しかし、ダメージはなかった。神は破壊をもたらさないと信じている。人々の心がシェイクされ、主イエスの
ところに来る。あの看守のようにへり下って主イエスを信じるため。ある牧師からのメールで知った話。私たちの持って
いるラジオプログラムを聞いた人が、ジーザスレインズに加わりたいと教会を探し始めた。紹介された近くの教会に通
い始め「家族全員で礼拝したい」と男性は言った。ある女性がタクシーに乗ったら、ドライバーもラジオプログラムを聞
いていて、偶然彼女の教会の近くに住んでいた。彼女が誘ったら「家族も一緒に通いたい」と言った。神様は素晴らしい
お方。奇跡から奇跡を起こされる。 
*七つの山:社会で柱となっている７つの領域。ビジネス、政府、メディア、芸術と娯楽、教育、家族、宗教。 

神はかつてなされたことのないくすしい御わざを日本に行う。民はそれを見る。その力は日本をクリスチャンの国に変
える。神が私たちの前に行って敵を追い払う。私たちの主イエスキリストのガイダンスに耳を傾ける必要がある。状況に
行く道を操作されないで主に導いてもらう。神の言葉は私たちのコンパス。神の言葉は力を与え、どんな状況にも立ち
向かって行く勇気を与える。 
ヨハネ10:14。私は良い羊飼い。神様はどんなお方か知る必要がある。ある本の中で、羊の性質を述べているものを読ん
だ。羊は依存性があり頭が良くない。無防備。すぐにくじけてしまう。仰向けになって転んだら起こしてもらうまで自
分では起きられず、ガスがお腹に溜まって死んでしまう。芸を覚えられない。訓練もできない。足が短く、筋肉はない、
目もよく見えない、角も短くて攻撃できない。自分がどこに向かって歩いているかわからず崖から落ちてしまうことも。
影響を受けやすく、例えば風で葉っぱが飛んで顔に当たるだけでも、驚いてドミノ倒しになって行く。羊は羊飼いがいな
いと生きていけない。神様は人間を羊に例えている。イエス様はそのような罪ある性質のために死んでくださった。イ
エス様という羊飼いをいただいていることを感謝します。一つ良いこと。羊は羊飼いの声を聞き分けることができ、羊
飼いだけに着いて行く。羊のようになりましょう。私たちは神の声を聞き分けることができ、聞いて前に進んで、神の恵
みの中に繁栄していこう。神は語り続けてくださる。聞くこと、従うことを学んでいけばもっと聞こえるようになる。主
にあって信仰に成長する一つの方法は、より偉大な奇跡を見ること。羊飼いに近く生活すること。神様は良い約束をく
ださった良いお方。想像したことがない奇跡をどんどん起こしてくださる。 

宣言：私たちはあなたから離れて追いました。何者でもなかった。もう一度、私たちの人生をあなたに捧げます。あな
たに近くいること。聖書を読ん。御声を聞きます。あなたを前に起き、この世の声を聞かないように耳を閉じます。あな
たが喜ぶことをすることを選びます。離れます。心開き、あなたに情熱的になります。大きな御わざを起こしてください。
私たちができのではなくて、あなたが私たちを通して御わざをなさることが大事。あなたの御声に従って行きます。想像
をはるかに超えた偉大なことをあなたにあってすることができます。鷲のように空高く舞い上がります。キリストの名よっ
て繁栄することを選んで続ける。あなたの力を体験し続けます。日本に偉大な繁があることを、祝福をキリストの名によっ
て宣言します。主にあって成長し続けましょう！ 

▪今週（５/７～１３）の聖書通読箇所 ▪
　　ヨハネによる福音書3章～第1コリント人への手紙7章 

７日 日 ヨハネの福音書 3章〜12章

８日 月 ヨハネの福音書 13章〜 使徒の働き 1章

９日 火 使徒の働き 2章〜11章

１０日 水 使徒の働き 12章〜21章

１１日 木 使徒の働き 22章〜 ローマ 3章

１２日 金 ローマ 4章〜13章

１３日 土 ローマ 14章〜 １コリント 7章



断食の目的 20の項目 
2016/5/14 解放セミナーより 

断食で神を動かそうとしていないか？　
神を動かそうとしてはいけない。
断食は私たち自身が清められるために神と一致するために行う。
神を試みてはいけない。変えられないものもあるということを受け取る。
反応することを悔い改めることでイエス様の似姿に変えられる。
断食は自分の力ではなく、霊の力によって祈るために。
自分が変わりたかったら、打ち砕かれたかったらやりましょう。
自分を懲らしめるためではない、清められるため、
聖霊様の力が強められるため、断食なくして変われない

断食の目的；断食したから祈りがきかれるわけではない
神は「私はいけにえを好まない」神は砕かれた魂を求める

１、霊と魂をきよめ、不純なものを取り除くため 
２、神の導きと啓示を受け取るため 
３、神の御顔を求め、主とより親密な交わりを続けるため 
４、主の御声をはっきり聞き取り、御心をより理解するため 
５、神の力が自分の内を力強く流れるため 
６、神のゆるぎない霊的な力と支配を自分の内側に始めていただくため 
７、心を縛っているものを打ち砕くため 
８、悟りや明晰を受け取るため 
９、力を奪い取るような邪悪な思いから解放されるため 
１０、うつや落ち込みから解放されるため 
１１、私たちの人生に働きかけるサタンの力を弱めるために 
１２、自分ではどうにもならない状況の中で心身の安定を得るため 

　　　：肉体をコントロールすると霊の力が強くなる
１３、体と魂を力づけるため 
１４、肉の情欲を打ち砕くため 
１５、神から与えられた賜物を発見するため 
１６、重荷から解かれるため 
１７、自分自身の内に清い心と正しい霊を確立するため 
１８、否定的な感情から解放されるため 
１９、癒されるため 
２０、神の助けなしにはできないことを成し遂げる力を得るため 
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